Virtual reality技術を応用した「見る」治療の開発を目指して : 終末期患者さんの思いを叶えたい by モリモト, アヤカ & 森本, 彩香




































































た。そして、「エドモントン症状評価システム日本語版（Edmonton Symptom Assessment System 
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図 1. （A）VR体験中の患者さん、（B）患者さんが VR空間で体験している映像
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表 1. パイロットスタディの結果
図 2. パイロットスタディの結果を受けて改良した QOL調査票
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2. 緩和ケアを受けている患者さんに対する VR体験
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